
「
論
よ
り
証
拠
」
の
モ
デ
ル
農
場
を
目
標
に

　

25
年
前
に
脱
サ
ラ
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
帰
農
し
ま
し
た
。
食
と
農
と
環
境
へ
の

問
題
意
識
か
ら
ひ
た
す
ら
有
機
農
業
に
専
心
し
ま
し
た
。
山
間
の
小
農
が
自

立
で
き
、
か
つ
急
速
に
深
刻
度
を
増
す
地
球
環
境
の
時
代
に
お
け
る
社
会
的

責
任
を
果
た
せ
る
営
農
を
す
る
た
め
に
、
従
来
の
農
業
理
論
や
有
機
農
業
の

常
識
も
再
考
す
る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
業
」
と
い
う
農
業
の
原
点
に
帰
っ
て
、
確
た
る
視
点

を
定
め
つ
つ
、
自
然
を
先
生
に
新
時
代
の
農
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

工
業
的
な
近
代
農
業
は
、
自
然
界
の
生
物
、
物
理
、
化
学
的
多
様
性
の
影

響
を
取
り
除
く
排
除
の
理
論
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
れ
が
地
球
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
大
き
な
原
因
と
も
な
り
、
破
綻
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
反

省
に
立
つ
有
機
農
業
は
、
多
様
な
生
物
と
の
共
存
を
原
則
と
す
る
。
故
に
、

多
様
な
環
境
因
子
が
複
雑
に
影
響
し
あ
い
つ
つ
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
動
的
平
衡

関
係
を
前
提
と
す
る
共
存
の
論
理
に
基
づ
く
農
法
、
技
術
の
開
発
が
不
可
欠

で
す
。
頼
り
に
な
る
先
行
理
論
が
な
い
現
状
で
は
、
見
事
な
動
的
平
衡
を
具

現
し
て
い
る
自
然
の
摂
理
（
叡
智
）
に
学
ぶ
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

福
津
農
園
の
特
徴
は
不
耕
起
直
播
の
野
菜
づ
く
り
、
野
菜
や
果
樹
の
混

植
。
農
園
内
は
常
に
緑
で
満
た
し
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
、
農
に

活
用
す
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
的
利
活
用
、
等
で
す
。
つ
ま
り
一
枚
の
落

ち
葉
の
よ
う
な
バ
イ
オ
マ
ス
〈
生
物
資
源
〉
が
持
っ
て
い
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
物
理
、
化
学
、
栄
養
学
的
特
性
を
徹
底
的
に
利
活
用
す

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
が
土
に
還
る
過
程
こ
そ
が
、
生
物
多
様
性
を
代
表
と
す
る

良
好
な
農
的
環
境
を
具
現
す
る
基
と
な
る
か
ら
で
す
。
堆
肥
に
す
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
。「
落
葉
一
枚
の
意
識
改
革
」
が
必
要
な
時
代
で
す
。

　

福
津
農
園
は
こ
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
た
農
業
の
「
論
よ
り
証
拠
」
と
し

2007 年 3月　全国大会 in 豊橋で福津農園を訪れた
現地見学の一行

外国の若き農業リーダーや農政官僚が研修や見学に訪れて
有機循環農業を学ぶ。前列右から 3番目が筆者

「エネルギー生産業」という農業の原点に帰って

福津農園／愛知県新城市　松沢政満
本会の活動を強化し、有機農業の一層の普及と、後継者や新規就農者の育成を図るため、2004
年 10 月、18名の「有機農業アドバイザー」（次頁参照）を認定しました。今号から、その方た
ちの各地での活動内容や有機農業に対する想いを連載で紹介します。



て
の
モ
デ
ル
農
場
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
個
々
の
農
法
、
技
術
は
不

完
全
で
幼
稚
な
域
を
出
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
条
件
不
利
と
い
わ
れ
る
山

間
地
で
の
小
さ
い
家
族
農
業
を
自
立
さ
せ
、
楽
し
く
豊
か
な
百
姓
暮
し
を
支

え
て
き
ま
し
た
。
未
熟
な
理
論
や
農
法
、
技
術
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
近
で
は
年
間
延
べ
１
０
０
０
人
余
の
人
が
、
食
、
憩
、
学
、
調
等
い
ろ
ん

な
目
的
で
農
園
を
訪
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
気
配
り
が
行
き
渡
る
小
さ
い
有
機

循
環
農
業
が
発
揮
す
る
外
部
経
済
力
の
真
髄
で
す
。

　
「
日
有
研
の
有
機
農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
で

き
る
よ
う
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
知
県
農
業
総
合
試
験
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
福
津
農
園
の
水
田
土
壌
調
査
。
こ
の
五
年

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
の
ち
に
農
水
省
の
有
機

農
業
総
合
支
援
対
策
の
受
託
事
業
と
な
る
。




